


厨房内部はフロアーに水を流さず、適温・適湿な作業環

境を保つドライ方式を採用し食中毒の原因となる病原性微

生物に十分配慮する計画としました。

食品搬入から給食搬出までは作業中の食材と食品の交差

のない単純な導線とし食品汚染の防止を図り、各区域での食

品の受け渡しはカウンターハッチやパススルー冷蔵庫を通して

行い、直接の人の出入りをしないワンウェイ方式といたしました。

又、内部床には清潔エリア(水色)と汚染エリア(黄色)を色

合いの異なる色で区分し、調理作業区域を明確にし分離する

ことで衛生管理の徹底を図りました。

給食センター敷地への乗入れ口は2ヶ所を計画し食材搬入・

回収車出入口（汚染動線）と配送車出口（清潔動線）を明確に

分け、施設内のみならず敷地内での衛生面にも配慮した配置

計画といたしました。

衛生管理と効率的な配置

熱源消費の多い調理室回転釜、真空冷却機には深夜電
力を利用する蓄熱式蒸気発生器を設置、また空調設備には
同じく深夜電力対応の氷蓄熱式マルチエアコン方式を採用
いたしました。
深夜電力の活用は電力の平準化を図るとともにランニング

コストの低減につながります。

深夜電力活用のオール電化

 新学校給食センターは次代を担う子どもたちの心身の健全な発達に資するため、安心・
安全な給食の提供と合わせて、地場産物を活かしたおいしい学校給食の実現と小中学
校をはじめ久慈市全体の食育の推進および食の情報発信を担う施設として整備されました。 
 HACCP(危害分析重要管理システム)概念の導入により徹底した衛生管理を行い、厨房
機器類はカゴごと食器洗浄機などの最新設備を導入し作業効率の軽減を図り、1日あたりの
調理能力は最大４，０００食を供給する施設として計画されました。

子どもたちの心と体を育む
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蓄熱式蒸気発生器(深夜電力利用)
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久慈市学校給食センター
施  工  地／岩手県久慈市小久慈町39-22
竣工年月／平成21年6月

敷地面積／7,994.82m2

延床面積／2,771.47m2
構　　造／鉄骨造2階建
給 食 数 ／4,000食
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